
2025年度

佐賀大学大学院入学試験問題

一般入試

理工学研究科

機械工学分野

数学

解答上の注意事項

1 「解答始め」の合図があるまで問題を見てはならない．

2 「解答始め」の合図があったら，すべての解答紙の所定欄に受験番号を記入すること．

3 問題の解答は，別に指示がある場合を除き，所定の解答欄に記入すること．

4 試験時間中，試験問題の内容について質問がある場合は手をあげて監督者に申し出る
こと。

5 その他，監督者の指示に従うこと．



1科目名：数学 ［機械工学分野

必須問題（田，図，回の全てに解答せよ）

田
つぎの問いに答えよ．ただし， x,y, zは実数とする．

(1)つぎの関数の偏導関数 Zx,Zyを求めよ．

z = x2計＋砂y2

(2)つぎの微分方程式を解け．なお，自明な解y=Oを除くものとする．

y11 + 4y = 0 

(3)つぎの微分方程式を解け．なお，自明な解y=Oを除くものとする．

y'+ xy" = 0 
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標準正規分布に従う同一の母集団から無作為に抽出された N個の独立な標本X1,X2,...]伍が得られた
とする．つぎに与えられる標本平均了を考える。

了＝豆xi
i=l 

了の期待値E（X)と分散V（X)を求めよ．なお，標準正規分布とは期待値0，分散1の正規分布のことである．



［科目名：数学 l機械工学分野

選択問題⑭］，図，困より 2題選択して解答せよ）

圧l
つぎの問いに答えよ．

(1)つぎの関数の全微分を求めよ．

z = sin国

(2)つぎの 2直租分を求めよ．．

j i ex-ydxdy 
D 

X 
D : 0 S x S 2, 0 S y S ~ 
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5 klについて，つぎの問いに答えよ．
-3k -2 

(1) k = -2のとき，行列Aの固有fll'iをすべて求めよ．

(2) (1)の条件において，それぞれの固有値に対応する固有ベクトルを求めよ．

(3)行列 Aの固有値の 1つが0となる条件を示し，その条件において残りの固有値をすべて求めよ．

困

日本人の 1000人に 1人の割合でかかる病気Aを仮定する．病気Aにかかった人が検査を受けると 0.95の
確率で賜性と判定される．反対にかかっていない人が検査を受けると，0.8の確率でl陰性と判定される．いま
100人の陽性判定者中，本当に病気Aにかかっている人は何名ほどか，有効数字 l桁で構わないので大まか
に見積もれ．



2025年度

佐賀大学大学院入学試験問題

一般入試

理工学研究科

機械工学分野

流体工学

--,----- ―――ーー解答上の注意事項―-------------

1 「解答始め」の合図があるまで問題を見てはならない。

2 「解答始め」の合図があったら，全ての解答紙の所定欄に受験番号を記入すること。

3 問題の解答は，別に指示がある場合を除き，所定の解答欄に記入すること。

4 試験時間中，試験問題の内容について質問がある場合は，手をあげて監督者に申し出る

こと。

5 その他，監督者の指示に従うこと。



科目名 流 体 工 学 機械工学 分野

1.右図で示すようにタンクに水（密度：p）がHの深さ入っ

ている．また，右側壁面は正の傾斜を有している．

ただし，紙面垂直方向幅を B,重力の加速度をgとす

る．次の問いに答えよ．（ヒント：右側壁面に沿った方

向をy軸とすると水面から任意の深さはycosaとなる）

(1)右側壁面に働く力Fを求めよ．

(2)圧力の中心凡を求めよ．

p
 

H 

2.右図で示す曲り管は水平面上に配置されて

おり，内部を水（密度： P）が定常的に流れて

いる．破線の検査体積(ControlVolume)内の

水について，曲り管の入り口（①)の圧力（絶

対圧），流速，断面積をそれぞれ， Pl,V1,A1,

出口（②）の圧力（絶対圧）と断面積をそれぞれ

p2,A2とする．重力の影響と水の粘性は無視

できるとして，管内の流れが曲り管に及ぼ

す力Fのx,y成分(Fx,Fy)を求めよ．
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3.右図で示すように， 2つの水槽が円形管

でつながれている．両水槽の水位差 h

は一定とし，タンク Aから管路を通っ

てタンク Bへ水が吐き出される．管路

は内径d1の管から，内径d2へ急に縮小

したのち，再び内径d3(=d1)に広がってい

る．この管路の摩擦損失は無視できると

して，管出口速度 V3を求めよ．ただし，

管路入口の入口損失係数はSin，縮小部
の損失係数はな拡大部の損失係数はこe,

重力加速度はgとする．

TankA TankB 

h
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必
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2025年度

佐賀大学大学院入学試験問題

一般入試

理工学研究科

機械工学分野

熱力学

解答上の注意事項

1 「解答始め」の合図があるまで問題を見てはならない。

2 「解答始め」の合図があったら，全ての解答紙の所定欄に受験番号を記入すること。

3 問題の解答は，別に指示がある場合を除き，所定の解答欄に記入すること。

4 試験時間中，試験問題の内容について質問がある場合は，手をあげて監督者に申し出る

こと。

5 その他監督者の指示に従うこと。
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si4969
長方形



科目名 熱力学（その l)

注）間1,2, 3は，別々の解答紙に解答すること．

問1．以下の設間に答えよ．

機械工学分野

(1)熱力学第1法則がどのような自然法則であるかを説明せよ．また，閉じた系に対して熱力

学第1法則を表す式を示し，式中の記号の意味を説明せよ．

(2)下図のような断面積Aのシリンダと質量”のピストンで構成される空間に，大気圧Pboの

下で体積v。のヘリウムガスを封入して飛行機に乗り込んだ．飛行機が上空に達したとこ

ろ体積が n倍になった．なお，機内の温度 Tは一定に保たれているとする． T,PbO'A, 

m, V。,nの値は既知，重力加速度を gとして，これらの記号を用いて以下の値を式で求

めよ．

(a)封入されたヘリウムの地上での圧力P。

(b)上空でのヘリウムの圧力 P1

(c)上空での機内の圧力 Pbl

(d)ヘリウムがした仕事L

(e)ヘリウムが受け取った熱量Q

(t)ヘリウムの内部エネルギーの変化量AU

Pbo 

地上

pbl 

ヘリウム

pl, nv。

上空

si4969
長方形



科目名 熱力学（その2)

注）問 1,2, ・ 3は，別々の解答紙に解答するごと．

間2．以下の設間に答えよ．

機械工学分野

(1)可逆変化とは何かを簡潔に説明せよ、また，自然界における不可逆変化の例を一つ以上示せ．

(2)「熱機関」と「冷凍機・ヒートポンプ」の違いを説明せよ．

(3)大気圧下で温度to[°C]の氷尻[kg]をt1[°C]の水mw[kg]の中に投入したところ，氷は溶け

て温度が叫oc]の水mi+mw[kg]の系となった．ここで， to<0°Cくゎ<hであり，水と氷で作ら

れる系は周囲と断熱されていて，熱は水と氷の間でのみ移動するものとする．

氷の比熱をCi[kJ/(kgK)］，水の比熱をcw[kJ/(kg K)］，氷の融解熱をL[kJ/kg]とするとき，温

度to[°C］の氷m;[kg]が t2[°C]の水になるまでの氷のエントロピー変化心¥ce[kJ/K]を求め

よ．

l 
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長方形



科目名 熱力学（その 3) 機械工学分野

注）問 1,2, 3は，別々の解答紙に解答すること．

問3.水を作動流体とする過熱ランキンサイクルがある．左図はサイクルの機器構成，右図は

そのT-s線図を示す．各図中の状態点1は給水ポンプ入口， 2はボイラー入口， 2aはボイラー

における蒸発開始点， 2bはボイラーでの蒸発終了点， 3はタービン入口， 4は復水器入口の点

を示す．このサイクルにおいては， l→2は可逆断熱圧縮， 2→(2a→2b)→3は等圧加熱 3→4

は可逆断熱膨張， 4→1は等圧冷却とする．また，温度を T[°C]，圧力を P[Pa]，比｛本積を v

[m3/kgl，比エンタルピーをh[J/kg]，比エントロピーをs[JI(kg・K)］，乾き度 X[-]の記号で示す

とする． 1サイクル中のタービン仕事はlT[J/kg]，ポンプ仕事はlp[J/kg],ボイラーの加熱量は

qH [J/kg]，復水器での冷却熱量はqc[J/kg]と表すとする．以下の間いに答えよ．

ーp ー

T
T
J
 

T五

T,.T, 

3
 

s, ＄シ紅

(1) l, 2, 2a, 2b, 3, 4の各状態点における水の状態について述べよ．（記載例状態点〇：圧縮水）

(2)状態点2におけるエンタルヒ°-hバこついて， 1→2が可逆断熱圧縮であることを利用し，

h1, VJ, P1，たを使って求めよ．このとき状態点 lと 2の比体積は一定として近似せよ．また，

その解を用いてポンプでの所要仕事（周囲から加えられる仕事）んについても求めよ．

(3)ボイラーでの供給熱量qH,復水器での冷却熱量qc,およびタービン仕事l叶ま幾らか．そ

れぞれh]～加を使って表せ．

(4)この過熱ランキンサイクルの熱効率nをh1～加を使って示せ，ただし，ポンプ仕事は無
視しないこと．

(5)_この過熱ランキンサイク）レの熱効率を増加させるためには，タービン入口温度花をどの

ように変化させればよいか．ただし，ボイラーの圧力たおよび復水器の圧力凡は変化させな

いものとする変化後の温度をT3'とした時の温度T3とT3'の大小関係を不等号を使って示せ．

（例花＞T2'となるように温度を低下させる）．

また，花を万に変化させた時のタービン出口の状態点 4'での乾き度x/について，元の過

熱ランキンサイクルの乾き度心との大小関係についても不等号を使って示せ．

si4969
長方形



2025年度

佐賀大学大学院入学試験問題

一般入試

理工学研究科

機械工学分野

機械力学

解答上の注意事項

1 「解答始め」の合図があるまで問題を見てはならない

2 「解答始め」の合図があったら，全ての解答紙の所定欄に受験番号を記入すること

3 問題の解答は，別に指示がある場合を除き，所定の解答欄に記入すること．

4 試験時間中，試験問題の内容について質問がある場合は，手をあげて監督者に申し出ること

5 その他監督者の指示に従うこと．



科目名 機械力学 機械工学 分野

m質量mの物体がバネ定数Kのバネで壁に接続され，床上で一直線上の微小振動をしている．物体は速度
に比例した抗力を受ける．このときの減衰係数を Cとする．安定点を原点にとり，物体の変位を x(t)と

すると，運動方程式は次式で表される．

d2 
·m~::r:(t) + C~x(t) ＋知(t) = 0 
d2t dt 

(1)減衰振動となる条件を示せ．

(2)減衰振動となる条件を満足するとき，運動方程式を解いて叫t)を求めよ．

図ダッシュポットが付加されている 1自由度のバネ・質鼠振動系が励振力を受けて振動している．その振動

系について以下の問いに答えよ．ただし，粘性減衰係数を c,バネ定数を Kおよび質量を m とする．

(1)振動系を作図せよ．

(2)振動系の運動方程式を求めよ．

(3)振動系の固有角振動数を求めよ．

(4)励振力 F(t)= sin wtのとき，振動系の強制振動解を求めよ．

図図 1に示す台車に摩擦なしの関節で振子を設置した倒立振子システムの運動方程式を求めよ．ただし，路

面の摩擦は無視できる． ア'-'-で，均ーな振子について質凪を m,重心位置£は全長eの1/2と／ し，重心
まわりの慣性モーメントをhとする．台車について質htをM とし， X軸方向への並進駆動入力を n(t)

とする．ただし，図示した座標系 0-XYでの台車の重心位置を叩(t)とし，振子の重心位置の XY座標

をそれぞれXe(t),．肌(t)とし，接続点の垂線と振子のなす角を 0(t)とする．

□t)'y,(t)) 

0 X 

％ 
t 
・一
~ー·

叫 (t)⑭M u(t) 

図1 倒立振子システム



2025年度

佐賀大学大学院入学試験問題

一般入試

ヽ

理工学研究科

機械工学分野

専門科目（材料力学）

-------------— 解答上の注意事項 ―-------------
1 「解答始め」の合図があるまで問題を見てはならない。

2 「解答始め」の合図があったら，全ての解答紙の所定欄に受験番号を記入すること。

3 問題の解答は，別に指示がある場合を除き，所定の解答欄に記入すること。

4 試験時間中，試験問題の内容について質問がある場合は，手をあげて監督者に申し出る

こと。

5 その他，監督者の指示に従うこと。



科目名 専門科目（材料力学） 機械工学分野

」娃意】間 1と2は別の用紙に解答することまた，解答は導出過程も記述すること．

間 1)図に示すように， A点で壁に固定された断面積 s,縦弾性係数 Eの棒の B,C点の位置に
矢印の方向にそれぞれP1,P2の軸力が加わっている．以下の問題に答えよ．

(1) A点での壁からの反力を恥としてP1,P2との関係を式で表せ．ただし，恥の方向はP2と同じ方

向に仮定して表せ．

(2) AC, CB間の各任意断面での内力FAc,FenをP1,p2を用いて表せ．

(3) AC, CB間の各任意断面での応力6AC,6CBをPl,p2を用いて求めよ．

(4) AC, CB間のひずみEAC,ECBをPゎ杓を用いて求めよ．
(5) AC, CB間のそれぞれの長さがa,bであるとき，ぞれぞれの区間の変形抵6Ac,oCBを求めよ．
(6) B点の変位が〇（棒全体の変形量が 0)となるようなP1,朽の関係を求めよ．

(7) (6)の場合のとき，墜からの反力的を的を用いて表せ．

B
 P2 

b
 

問2)図に示すように， B点で壁に固定されたはりに集中荷重P(=3wl/8)と等分布荷重wとが加

わっている．なお，はりの断面形状は直径 dの円形，縦弾性係数は Eとする．以下の問いに

答えよ．

(1)はり全体のせん断力線図および曲げモーメント線図を描け．

(2)はりの横断面（軸線に垂直な断面）に生じる曲げ応力について，

(a)最大曲げ応力が生じる断面の位置 xと，その値6maxを求めよ．

(b)曲げ応力が生じない断面の位置 Xを全て求めよ． w 

A

p

 

X B
 ー



2025年度

佐賀大学大学院 入学試験問題

一般入試

理工学研究科

機械工学分野

機械工作

解答上の注意事項

1 「解答始め」の合図があるまで問題を見てはならない。

2 「解答始め」の合図があったら全ての解答紙の所定欄に受験番号を記入すること。

3 問題の解答は，別に指示がある場合を除き所定の解答欄に記入すること。

4 試験時間中，試験問題の内容について質問がある場合は，手をあげて監督者に申し出ること。

5 その他監督者の指示に従うこと。

si4969
長方形



科目名 機械工作（その 1) 機械工学分野

本科目では，【問題 l】から【問題 4】までの合計4問を出題します．試験終了後に回収する解答用紙は 2

枚です．【問題l】~【問題2】の解答を 1枚目の解答用紙（裏面も使用可）に，【問題 3】~【問題 4】の解答を
2枚目にまとめなさいまた，解答時には，問題番号および設問番号【例：問題 1(1)】を併せて記載しなさい．

【問題 1】

鋳造加工にかかわる次の設問に答えなさい．

(1)砂型鋳造法による鋳物の作製方法を説明しなさい．

(2)鋳物砂に求められる性質を2つ挙げなさい．

(3)模型（木型）の製作では，下記の事柄に注意を必要とする．①,②，③についてそれぞれ説明しなさい．

①縮みしろ ②仕上げしろ ③抜き勾配

(4)鋳造の後処理で行う作業について説明しなさい．

【問題 2】

溶接にかかわる次の設問について答えなさい．

(1) ねじやリベットを用いた結合法と比べて，溶接にはどのような利点があるか説明しなさい．

(2) アーク溶接法の原理について説明しなさい．

(3)被覆アーク溶接では，心線にフラックスをコーティングした溶接棒が用いられる．溶接時にフラックスが

与える効果を 2つ説明しなさい．

(4)溶接部の欠陥の種類を 3つ挙げ，その特徴を説明しなさい．

(5)次の用語について説明しなさい

(a)開先

(b)運棒法



科目名 機械工作（その 2) 機械工学分野

【問題 3】

下の図は 2次元切削モデルを示している．以下の開いに答えよ．

A面

工具

被削材

(I) 図中のa,p,¢の角度の名称を答えよ．

(2) 切削によって A面上の点 Qに A面と平行な力 Fおよび A面と垂直な Nが作用するとき，主分力 Fe

と背分力 Ftを作図で求め， FeとFtを用いて FおよびNを表す式を導きなさい．

(3) 平削り盤や形削り盤では下図のような腰折れバイトが用いられる．その理由について述べよ．

腰折れバイト

［問題 4】

以下の工作機械の作業において生じる事柄について説明し，正確な工作をするために作業者が注意す

べきことについて述べなさい．

(1) フライス盤作業でのテーブルの送り機構に存在するバックラッシと呼ばれるすきまや遊び

(2) フライス盤作業での上向き削りと下向き削り

(3) 旋盤作業での硬爪(*)のスクロールチャックによるワークの取り付けと取り外し

（＊）硬爪とは，焼き入れされた硬い爪のことで，ハードジョーとも呼ばれる．




